
1 

平成 26 年 12 月 経営協議会議事録 

Ⅰ．日 時  平成２６年１２月１１日（木） １５時００分～１６時１０分

Ⅱ．場 所  千葉大学けやき会館レセプションホール（３階）

Ⅲ．出席者  徳久学長、赤田、有馬、犬養、加賀見、香藤、黒木、島田、銭谷、西堀、

舩橋各委員

中谷、渡邉、松元、安村、猿渡、堀、宮﨑、山本、金原各委員

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 桑古監事

  議事に先立ち、新たに学外委員に就任された西堀利委員の紹介があった。

Ⅳ．前回及び持回り審議議事録について 

原案のとおり承認された。 

Ⅴ．審議事項（〇：学外委員、◎：学内委員） 

１．国立大学法人千葉大学の組織に関する規則等の一部改正（案）について 

   中谷理事から、国立大学法人千葉大学の組織に関する規則等の一部改正（案）につ 

いて、資料に基づき説明があり、続いて、宮﨑委員から看護学研究科教育専門職連携 

教育研究センターについて説明の後、以下の質疑応答を経て、審議の結果承認された。 

 ◎ 今後、医・薬・看の三学部の学生が同じ教室で学ぶことにより、医師・薬剤師・看 

  護師が、同期としてより強力に連携することとなる。日本の医療系人材育成の雛型と

なるようセンターを強化してまいりたい。 

Ⅵ．報告事項 

１．国立大学法人千葉大学における「研究不正」の根絶及び「適正な研究活動」の推進に

ついて 

松元理事から、国立大学法人千葉大学における「研究不正」の根絶及び「適正な研 

究活動」の推進について、資料に基づき説明があり、続いて、山本委員から、これま 

での経緯について説明があった。 
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 ◎ 本当の臨床医学がどうあるべきかということを臨床の先生方がきちんと意識する 

ことが重要であり、それができる人を育てるということが、千葉大学の置かれてい 

る立場からすれば一番大事だと思われる。 

○ 論文を書いた時に、そのオリジナルのデータを保存しておくという習慣をつける 

ことが非常に大事である。 

２．個人情報の保護・管理の徹底（再発防止策）について 

安村理事から、個人情報の保護・管理の徹底（再発防止策）について、資料に基 

づき説明があった。 

  ○ 先生方は成績をつける際も、自宅へ持って帰るため、その過程で落とす可能性が 

ある。大学の規程では禁止されているとのことだが、昔からの習慣のためか改善さ 

れておらず、危機管理ができていないと言わざるを得ない。 

 ◎ 学内で作業ができるように、成績情報システムを新しいものとする予定である。 

学外から成績をつけるなどの作業ができるようにしたいが、セキュリティの問題も 

あるので、色々なことを解決しながら、二度と情報漏えいが起きないような仕組み 

としていきたい。 

○ 利便性よりも個人情報保護を優先するという考え方をしなければいけない。それ 

が制度として機能しているかをチェックしていくことが重要である。 

３．大学機関別認証評価における訪問調査について 

中谷理事から、大学機関別認証評価における訪問調査について、資料に基づき説 

明があった。 

４．平成２５年度に係る業務の実績に関する評価の結果について 

中谷理事から、平成２５年度に係る業務の実績に関する評価の結果について、資 

料に基づき説明があった。 

○ 評価において注目される取組としてあげられているものの３分の２以上は医学系 

 なので、西千葉キャンパスの各部局、特に理工系と文系で秀でた教育研究を進めて 

もらいたい。 
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◎ 総合大学として、大学全体のレベルを上げていきたい。西千葉キャンパスは法科 

 大学院が高く評価されており、新しく作る学部も高く評価してもらえるものにして 

いきたいと考えている。 

５．教育研究組織の設置について       

中谷理事から、教育研究組織の設置について、資料に基づき説明があった。 

６．平成２６年度科研費（補助金・基金分）の配分について   

松元理事から、平成２６年度科研費（補助金・基金分）の配分について、資料に基 

   づき説明があった。 

７．その他 

①秋入学について 

 ○ 今回導入する秋入学は、卒業の時期もずらした形の秋入学になるのか。秋入 

  学を他の学部にも推し広め、地元の企業とうまく連携をとって突破口を開いて 

いって欲しい。 

 ◎ 就職を前提に考えていくことになる。本年度は秋飛び入学で１名入学した。 

  秋入学は新学部を設置したときに、教養学的なところから入っていくような学 

生を作り、全学として２４０名ぐらいを多様な入試で組みいれることを最終目 

標にしている。 

 ◎ 社会的な仕組みから変えていかないと、一足飛びには浸透していかないと考 

  えている。学内のグローバル化をテコに、今後、数を増やしていきたい。特に 

  飛び入学は標準装備していきたい。制度改正により、高校卒業資格が取れるこ 

ととなりそうであり、親御さんの心配もなくなってくるだろうと考えている。 

◎ 秋入学は私学の方で盛んにやっているが、国立の中ではかなり早いと自負して 

いる。 

以上 


